
臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要 ※速報値

⑴ 調査目的：東京都医師確保計画の改定及び令和9年度以降の施策立案にあたっての基礎資料とするため。
⑵ 調査対象：都内の医療機関に所属する臨床研修医
⑶ 調査期間：令和８年６月２９日～令和８年７月９日

回答状況：臨床研修医478名（男性：246名/女性：219名/回答しない：13名）

１ アンケート調査概要

２ アンケート結果

1

（１）回答者の年度末年齢
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

2

（２）回答者の年次

（３）専門とする診療科を決めていますか？

臨床研修１年

目

55.0%

臨床研修２年目

45.0%

決めている

70.7%

決めていない

29.3%

（４） (（３）で「決めている」と回答した方にお聞きします。)
専門研修で希望する診療科を教えてください。
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

3

（５－１）(（３）で「決めている」と回答した方にお聞きします。)（４）で回答した診療科を選択した理由を選択してください。
(複数選択可)
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地域枠等奨学金返還免除要件として指定された診療科

医療行為によるリスク負担(医療訴訟等)が少ないと感じる

希望した地域で入職しやすい

その他

地域医療(地元)に貢献したい

当直の回数が少ない

先輩や教授に勧められた

希望した病院に入職しやすい

親族が開業している診療科と関連がある

専門医の資格が取得しやすい

開業しやすい

収入が多い(バイト・副業のやりやすさ含む)

急な呼び出しが少ない

適正・才能がある

将来の需要予測、将来性

ライフワークバランスが確保できる

将来にわたって専門性を維持しやすい

医局の雰囲気が良い

やりがいを感じる

人数（人）

(N=338)
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

4

（５－２）(（３）で「決めている」と回答した方にお聞きします。)（４）で回答した診療科を選択した理由を選択してください。

(その他を選択した方の回答)臨床研修前に最も希望していた診療科を教えてください。

・女性医学がやりたいので。
・産業医としても働きたいから。
・好きな分野だから。
・研究がしたいから。
・興味のある分野だから。
・眼科研究が面白かったため。
・学問的興味があり、自らのやりたいことを全て包含してくれるから。
・外傷を始め緊急性の高い疾患が多く、手技の内容が多彩。
・おもしろかったから。
・興味があるから。



臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

5

（６）（（３）で「決めている」と回答した方にお聞きします。)診療科を決定した時期はいつですか。研修前に最
も希望していた診療科を教えてください。

（７）(（６）で「臨床研修２年目」「臨床研修１年目」と回答した方にお聞きします。)

臨床研修前後で希望する診療科が変更になりましたか。研修前に最も希望していた診療科を教
えてください。

入学前

9.5%

在学中(臨床研

修開始前まで)

49.4%

臨床研修1年目

21.0%

臨床研修2年目

20.1%

はい

49.6%

いいえ

50.4%



臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

6

（８）(（７）で「はい」と回答した方にお聞きします。)臨床研修前に最も希望していた診療科を教えてください。研
修前に最も希望していた診療科を教えてください。
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果
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（９）(（７）で「はい」と回答した方にお聞きします。) 変更になった理由を教えてください。（複数選択可）研修前
に最も希望していた診療科を教えてください。
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その他

他の診療科の方が将来性があると感じた

臨床研修を行ってみて、医局の雰囲気が自身に合わないと感じた

臨床研修を行ってみて、勤務形態が自身に合わないと感じた

臨床研修を行ってみて、適性や才能がないと感じた

臨床研修を行ってみて、ライフワークバランスを確保できないと

感じた

臨床研修を行ってみて、他の診療科にやりがいを感じた
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

8

（１０）(（３）で「決めていない」と回答した方にお聞きします。) いつ頃決める予定ですか。研修前に最も希
望していた診療科を教えてください。

（１１）(（３）で「決めていない」と回答した方にお聞きします。)

専門とする診療科を選択する際重視することは何ですか。(複数選択可)研修前に最も希望していた
診療科を教えてください。

臨床研修1年目

40.7%

臨床研修2年目

58.6%

その他

0.7%
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地域枠等奨学金返還免除要件として指定された診療科か否か

その他

先輩や教授が勧めるか

親族が開業している診療科と関連があるか

地域医療(地元)に貢献できるか

医療行為によるリスク負担(医療訴訟等)が少ないと感じるから

当直の回数が少ないか

希望した病院に入職しやすいか

希望した地域で入職しやすいか

開業しやすいか

急な呼び出しが少ないか

専門医の資格が取得しやすいか

将来の需要予測、将来性

収入が多いか(バイト・副業のやりやすさ含む)

将来にわたって専門性を維持しやすいか

適正・才能があるか

ライフワークバランスが確保できるか

医局の雰囲気が良いか

やりがいを感じるか

人数（人）

(N=140)
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

9

全員にお聞きします。現在都では、産婦人科、救急科、小児科の医師確保対策に取り組んでいます。また、外科、総
合診療科は全国で専門研修のシーリング対象外(病理・検査を除く)となっています。これらの診療科を選択するのに、
どのような支援や環境整備が必要だと思いますか。診療科別にお答えください。

選択肢

産婦人科 救急科 小児科 外科 総合診療科

件数 割合 順位 件数 割合 順位 件数 割合 順位 件数 割合 順位 件数 割合 順位

勤務内容に見合った収入 355 35.3% 1位 347 38.4% 1位 364 37.4% 1位 409 37.6% 1位 298 30.5% 1位

勤務先病院でのライフワークバラ
ンスの確保

299 29.8% 2位 269 29.8% 2位 250 25.7% 2位 314 28.9% 2位 193 19.8% 2位

キャリア形成支援・資格取得支援 142 14.1% 3位 113 12.5% 3位 143 14.7% 3位 128 11.8% 3位 164 16.8% 3位

医療機関とのマッチング支援 48 4.8% 4位 35 3.9% 6位 45 4.6% 6位 39 3.6% 5位 48 4.9% 7位

研究発表機会の創出 17 1.7% 9位 16 1.8% 8位 19 2.0% 8位 27 2.5% 8位 32 3.3% 8位

医療ロボット・ＡＩ等の普及支援 43 4.3% 6位 47 5.2% 4位 23 2.4% 7位 92 8.5% 4位 50 5.1% 6位

リモート診療の普及支援 45 4.5% 5位 41 4.5% 5位 52 5.3% 5位 37 3.4% 6位 94 9.6% 4位

開業支援 30 3.0% 7位 25 2.8% 7位 59 6.1% 4位 34 3.1% 7位 88 9.0% 5位

その他 26 2.6% 8位 11 1.2% 9位 18 1.8% 9位 7 0.6% 9位 9 0.9% 9位



臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

10

全員にお聞きします。現在都では、産婦人科、救急科、小児科の医師確保対策に取り組んでいます。また、外科、総
合診療科は全国で専門研修のシーリング対象外(病理・検査を除く)となっています。これらの診療科を選択するのに、
どのような支援や環境整備が必要だと思いますか。診療科別にお答えください。

（１２）産婦人科(複数選択可)

（１３）救急科(複数選択可) 
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人数（人）

（その他）
・訴訟・法的リスクへの対策。
・男性医師への偏見の是正。
・少子化や将来性への不安払拭。
・勤務体制や勤務地など働き方の改善。
・産科と婦人科の診療体制・役割整理。
・世論・社会的風向きへの対策。

（その他）
・完全シフト制の導入。
・救急車や救急外来の適正利用等、受診行動改善。
・将来性、専門性、ｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨの見通しを提示。
・医学以外の社会、行政、法曹面の支援と教育。
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臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

11

全員にお聞きします。現在都では、産婦人科、救急科、小児科の医師確保対策に取り組んでいます。また、外科、総
合診療科は全国で専門研修のシーリング対象外(病理・検査を除く)となっています。これらの診療科を選択するのに、
どのような支援や環境整備が必要だと思いますか。診療科別にお答えください。

（１４）小児科(複数選択可)

（１５）外科(複数選択可) 
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勤務先病院でのライフワークバランスの確保

勤務内容に見合った収入

人数（人）

（その他）
・訴訟リスクへの対応。
・少子化対策。
・需要減、将来性への不安払拭。

（その他）
・外科医以外でも担える業務の
分担・役割の整理。

・緊急手術体制の整備。
・訴訟・法的リスクから個人を守る制度。
・手術、教育水準の透明化。
・施設間格差への対応。
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(N=478)



臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

12

全員にお聞きします。現在都では、産婦人科、救急科、小児科の医師確保対策に取り組んでいます。また、外科、総
合診療科は全国で専門研修のシーリング対象外(病理・検査を除く)となっています。これらの診療科を選択するのに、
どのような支援や環境整備が必要だと思いますか。診療科別にお答えください。

（１６）総合診療科(複数選択可)
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人数（人）

（その他）
・役割・専門性・ニーズを明確に伝える。
・他科との差別化。
・病院・大学・地域での設置
・医局・運営体制の整備。
・教育、研修の質の改善。

1.9%

6.7%

10.0%

10.5%

18.4%

19.7%

34.3%

40.4%

62.3%

(N=478)



臨床研修医宛調査（令和８年６月東京都保健医療局）集計結果概要

２ アンケート結果

13

東京都地域医療支援ドクターについてお聞きします。

（１７）東京都地域医療支援ドクターを知っていますか。

よく知っている

0.6%

少し知っている

2.9%

ほとんど知らない

29.9%

知らない

66.5%

（１８）（（１７）で「よく知っている」「少し知っている」と回答した方にお聞きします。）
東京都地域医療支援ドクターを何で知りましたか。(複数選択可) 

1

1

1

2

3

3

4

5

0 1 2 3 4 5 6
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地域医療支援ドクターからの紹介

どこかのポスター

保健医療局X（旧Twitter）を見て

都立病院機構医師アカデミーからの紹介

広報東京都を見て

東京都のホームページを見て

地域枠医師から聞いて

人数（人）

(N=17)
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23.5%

29.4%
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２ アンケート結果

14

東京都地域医療支援ドクターについてお聞きします。

（１９）東京都地域医療支援ドクターへの応募者を増やすためには、どのような周知が効果的だと思いますか。

（２０）普段御自身でよく閲覧するものや活用するものを教えてください。（複数回答可）

・SNSやWeb広告を活用した情報発信
・大学や学生向けの周知を増やす。
・医療機関等での周知を行う。
・給与や待遇の改善

1

2

2

3

5

6

13

37

53

113

188

291

297

339

0 50 100 150 200 250 300 350 400

月刊福祉保健

広報東京都

その他

ヒポクラ

都立病院機構医師アカデミーHP等

東京都のホームページ

MedPeer（メドピア）

レジナビ

tiktok

m3.com

HOKUTO

X（旧Twitter）

YouTube

Instagram

人数（人）

0.2%

0.4%

0.4%

0.6%

1.0%

1.3%

2.7%

7.7%

11.1%

23.6%

39.3%

60.9%

62.1%

70.9%

(N=478)
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